
  

  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,858  △0.4  54  －  64  －  24  －

22年３月期第１四半期  1,865  △27.9  △63  －  △46  －  △49  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  2  00 －  

22年３月期第１四半期  △4  10 －  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  12,139  6,095  49.6  502  23

22年３月期  12,238  6,142  49.6  506  09

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,019百万円 22年３月期 6,066百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －  －  －  0 00  0  00

23年３月期 －  

23年３月期（予想） －  －  4 00  4  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  3,400  △1.6  75  －  100  －  90  －  7  51

通期  7,000  1.3  195  －  225  －  210  －  17  52



４．その他（詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      － 社 （社名）－                    除外     － 社  （社名）－ 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、【添付資料】２ページ「連結業

績予想に関する定性的情報」を参照ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 12,387,178株 22年３月期 12,387,178株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 400,826株 22年３月期 400,424株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 11,986,620株 22年３月期１Ｑ 11,987,847株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策や新興国の需要拡大を背景に緩やかなが

ら景気回復の兆しが見え始めたものの、設備投資や個人消費は低迷を続けており、依然として予断を許さない先行

き不透明な状況で推移いたしました。 

このような情勢下、当社グループにおきましては、「守りから攻めへの展開による業績の回復」を基本方針に

掲げ、経営戦略の落し込みを徹底するとともに、経営に関する意思決定と業務執行の迅速化を図り、確固たる収益

構造の確立に努めております。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は18億58百万円（前年同期比0.4％減）となりましたが、前

連結会計年度まで進めてまいりました、事業構造とコスト構造の抜本的な見直しの効果により、営業利益は54百万

円（前年同期営業損失63百万円）、経常利益は64百万円（前年同期経常損失46百万円）となりました。四半期純利

益につきましては、特別損失として有価証券評価損24百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額16百万円

を計上したことにより、24百万円（前年同期四半期純損失49百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

[工具事業] 

当社主力の当事業部門では、「安全、快適、能率・効率、環境」をキーワードとしたソリューション営業の

展開と将来を見据えた新技術・新製品の開発に注力するとともに、更なる生産性の向上とコストダウンの推

進、徹底した経費の削減に取組んでまいりました。 

具体的には「デジラチェ」をはじめとした計測機器、ラインナップを拡充しました省力化工具・機器の拡販

に注力するとともに、更なる市場の拡大を目指し、企業向け販売ルートの強化と新規顧客の開拓を図ってまい

りました。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は15億９百万円、営業利益は28百万円となりました。 

  

[DIY事業] 

当事業部門では、地域密着型サービスの展開を図るとともに、消費低迷への対応を迅速に進め収益の確保に

努めました。これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は３億10百万円、営業利益は３百万円となり

ました。 

  

[賃貸事業] 

当事業部門では、ファシリティマネジメントを推進し、当第１四半期連結会計期間の売上高は38百万円、営

業利益は23百万円となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末の総資産は、121億39百万円となり、前連結会計年度末に対し99百万円減少となりました。その

主な内容は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加、商品及び製品、仕掛品の減少等により、流動資産が46百

万円増加した一方、有形固定資産が72百万円、投資有価証券が52百万円減少したことなどによるものであります。

負債合計は、60億44百万円となり、前連結会計年度末に対し52百万円減少となりました。その主な内容は、未

払金及び未払費用が56百万円減少したことなどによるものであります。 

純資産合計は、60億95百万円となり、前連結会計年度末に対し46百万円減少となりました。その主な内容は、

利益剰余金が24百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が71百万円減少したことなどによるものであり

ます。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の業績予想につきましては、概ね予想通りに推移しており、第２四半期（累計）及び通期とも

平成22年５月14日に発表いたしました当初の予想から変更はありません。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 １．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

 ２．棚卸資産の評価方法 

  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

 ３．法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ277千円減少し、税金等調整前四半期純利益は、17,112千円減少し

ております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは、前連結会計年度まで２期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上したことによ

り、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

このような状況を解消するため、当社グループでは事業構造の抜本的な見直しを行い、主力である工具事業へ

の更なる経営資源の集中、「安全、快適、能率・効率、環境」をキーワードとした「ソリューション営業」への注

力、企業向けの販売ルートの強化、新規取引先の開拓により収益及び利益の拡大を目指しております。 

これらの取組みにより、当第１四半期連結会計期間において、営業利益、経常利益及び四半期純利益を計上し

ております。また、財政状態については「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」に記載のとおり、今後

の経営に支障のない状態を維持しております。 

しかしながら、現時点では事業年度を通じて経営状態が安定したと判断できる状況には至っておらず、継続企

業の前提に関する重要事象等の存在が完全に払拭されておりません。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間において継続企業の前提に関する重要事象等は存在しているもの

の、既に実施している施策を含む効果的かつ実行可能な対応を行うことにより、継続企業の前提に関して重要な不

確実性はないものと判断しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,934,989 1,876,027

受取手形及び売掛金 1,836,914 1,668,300

有価証券 199,760 277,065

商品及び製品 1,446,566 1,582,244

仕掛品 443,509 475,060

原材料及び貯蔵品 317,898 311,327

その他 125,445 64,736

貸倒引当金 △155,686 △151,889

流動資産合計 6,149,397 6,102,872

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,603,060 1,630,723

機械装置及び運搬具（純額） 674,337 715,521

工具、器具及び備品（純額） 83,407 89,149

土地 1,720,408 1,720,408

その他（純額） 24,255 22,180

有形固定資産合計 4,105,470 4,177,984

無形固定資産 59,582 57,160

投資その他の資産   

投資有価証券 1,219,015 1,271,050

その他 678,817 702,406

貸倒引当金 △73,058 △72,925

投資その他の資産合計 1,824,774 1,900,532

固定資産合計 5,989,827 6,135,677

資産合計 12,139,225 12,238,550
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 418,653 386,108

短期借入金 2,950,245 2,949,998

未払金及び未払費用 335,982 392,348

未払法人税等 13,416 23,544

賞与引当金 89,405 60,311

事業整理損失引当金 28,340 28,340

その他 140,295 127,292

流動負債合計 3,976,339 3,967,943

固定負債   

長期借入金 149,535 159,660

退職給付引当金 1,074,097 1,077,247

役員退職慰労引当金 18,117 17,518

環境対策引当金 15,010 178,110

負ののれん 11,116 13,339

資産除去債務 163,100 －

その他 636,876 682,700

固定負債合計 2,067,852 2,128,574

負債合計 6,044,191 6,096,518

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,032,088 1,032,088

資本剰余金 2,562,439 2,562,439

利益剰余金 2,554,645 2,530,614

自己株式 △138,602 △138,536

株主資本合計 6,010,570 5,986,605

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,633 67,982

為替換算調整勘定 12,936 11,798

評価・換算差額等合計 9,303 79,781

少数株主持分 75,160 75,646

純資産合計 6,095,034 6,142,032

負債純資産合計 12,139,225 12,238,550
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,865,152 1,858,486

売上原価 1,338,741 1,286,076

売上総利益 526,411 572,409

販売費及び一般管理費 589,925 517,623

営業利益又は営業損失（△） △63,514 54,786

営業外収益   

受取利息 3,395 2,386

受取配当金 10,417 10,177

その他 28,755 15,217

営業外収益合計 42,568 27,781

営業外費用   

支払利息 9,149 8,140

投資有価証券評価損 9,430 －

為替差損 － 4,926

その他 6,602 4,604

営業外費用合計 25,181 17,671

経常利益又は経常損失（△） △46,128 64,895

特別利益   

投資有価証券売却益 － 5,990

特別利益合計 － 5,990

特別損失   

固定資産除売却損 235 846

有価証券評価損 － 24,810

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,835

特別損失合計 235 42,491

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△46,364 28,394

法人税、住民税及び事業税 4,336 6,443

法人税等調整額 △1,414 △1,214

法人税等合計 2,922 5,228

少数株主損益調整前四半期純利益 － 23,165

少数株主損失（△） △112 △865

四半期純利益又は四半期純損失（△） △49,173 24,030
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該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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